
【競技時間】 ＊赤字は時間に変更があったもの

NO 競技開始時間 種別 種目 組数 参加人数 招集開始 招集終了 備考
1 10:30 小学女子（予選） 100m ２組 12 10:10 10:20 タイム順で決勝進出者決定

2 10:45 小学男子（予選） 100m ２組 11 10:25 10:35 タイム順で決勝進出者決定

3 11:00 小学女子（決勝） 1000m １組 7 10:40 10:50
4 11:10 小学男子（決勝） 1000m １組 7 10:50 11:00
5 11:30 小学女子（決勝） 80mH １組 2 11:10 11:20
6 11:40 小学男子（決勝） 80mH １組 2 11:20 11:30
7 12:00 小学女子（決勝） 100m ２組 － 11:40 11:50 Ａ・Ｂ決勝

8 12:10 小学男子（決勝） 100m ２組 － 11:50 12:00 Ａ・Ｂ決勝

1 10:00 小学女子（決勝） 走高跳 － 1  9:40  9:50
2 10:00 小学男子（決勝） 走高跳 － 3  9:40  9:50
3 10:15 小学女子（決勝） 走幅跳 － 1  9:55 10:05
4 10:15 小学男子（決勝） 走幅跳 － 6  9:55 10:05
5 10:30 小学女子（決勝） ボール投（１号球） － 2 10:10 10:20
6 10:30 小学男子（決勝） ボール投（１号球） － 9 10:10 10:20

１．本大会は、２０２１年度日本陸連競技規則並びに本記録会の申し合わせ事項によって行う。

　　・トラック競技（短距離種目）のスタート時のコールは、イングリッシュ・コール（ 『On Your Mark』『Set』 ）で行います。

　　・トラック競技（長距離種目）のスタート時のコールは、イングリッシュ・コール（ 『On Your Mark』 ）で行います。

２．招集所は、１００ｍスタート側第１ゲート外側脇付近に設けます。

３．招集（コール）は次の通りとします。
　　
・

・

・

・

（ユニフォームは特に規定はなく、学校の体育着や少年団のユニフォーム、Tシャツ・短パンなど動きやすい恰好が好ましい。）

・

４．その他

・ グランプリ大会は公平を規すため、短距離種目においてはスターティングブロックの使用はOKとしますが、スパイクの使用は

NGとします。

・ 短距離種目については予選・決勝を行いますが、決勝はA決勝（予選上位８名）、B決勝（予選９位～１６位による順位決定

レース）の２レースを行います。

・ 走幅跳については、３回の試技を行い順位を決定します。

・ 長距離種目については、決勝のみにて順位を決定します。

・

・ 本大会は新型コロナ感染防止対策を取っての開催となります。観覧される保護者の方におかれましては、下記注意事項を守って

観覧いただきますようお願いいたします。

【注意事項】

　　・主催者より許可された報道機関以外の競技場内での撮影。（メインスタンドは撮影可）　

チェックを受けた後、係員の指示に従って競技場所に移動する。

第４回市内小学生陸上グランプリ大会タイムテーブル　

コールは、本人が招集開始時刻から招集完了時刻までに、招集所にて腰ナンバーカードを受け取りチェックを受ける。

（腰ナンバーカードは日立陸協指定のものを受け取り、折り曲げずに右腰やや後方に着ける）

参　加　上　の　注　意　等　（当　日）

１ピットで同時に実施

１ピットで同時に実施

１ピットで同時に実施

■トラック

■フィールド

2021年11月7日現在

各種目ごとに表彰がありますので、該当者は決勝終了後、すみやかにメインスタンド下の放送室前に参集ください。

（表彰は1位～３位でメダル授与）

招集所では、スタートリストは掲載されないので、招集所係員に必ず申し出ること。

選手はユニフォームを着用して、コールを受けること。

招集所完了時刻までに、チェックを受けない選手は棄権とみなす。

　　また、拍手での応援は良いが、メガホンなどを使用した応援は禁止とする。

⑤    スタンド内は、ゴミ箱は設置しないのでゴミは各自自宅へ持ち帰りを原則とする。

⑥    競技者の人権保護の観点から、写真・ビデオ撮影については以下の事項を禁止とする。

　　・保護者及び本人の同意のない撮影。

①    メインスタンド入場時は、選手・保護者・引率者は陸協より配布する「入場許可証」を係員に提示して入場すること。

　　受付にて検温を行い、体調管理チェックシートに記入後、チェックシートを受付に提出し「入場許可証」を受け取る。

②    競技観覧時はソーシャルディスタンスを確保したうえで、必ずマスクを着用すること。

③    競技の妨げになるような応援は禁止する。競技役員の指示に必ず従うこと。

④    声を出しての応援は禁止とし、集団での活動、発声、応援及び近距離での会話も避けること。


